
 

２学期がスタート ～保護者の皆さまにお願い～ 

３年ぶりの行動制限のない夏休みと言われ、各地でお祭り、花火大会などが開催されました。それ

らを楽しんだり、家族で出かけたりした人もいたでしょう。反面、第７波といわれる新型コロナウイ

ルスの感染拡大が続きました。外出できなかったり、控えたりせざるを得なかった人もいたでしょう。

また、新潟県を含め、全国で海や川で水の事故が増え、豪雨や猛暑による被害もありました。 

そんな中、大きな事件・事故なく夏休みを過ごし、２学期のスタートを切ることができましたこと

を大変うれしく思います。 

２学期のスタートにあたり、保護者の皆さまに２点ご協力のお願いをさせてい

ただきます。 

子どもたちにとって生活環境などが変わる契機となりやすい長期休業明けは、

プレッシャーや精神的な動揺が生じやすい時期と言われています。こういう時こ

そ、家庭、地域、学校それぞれの役割で子どもたちを見守り、支えていきたいと思います。 

家庭が子どもにとって、安全基地（子どもが辛い時、悲しい時、怒りでいっぱいの時、自由に安心

して自分の感情をはき出せる場所）となっているかどうかで日々の幸福感が異なってくると言われま

す。それが家庭内で保たれていれば、子どもは家庭の中で安らいで、エネルギーチャージしてまた外

に出て行けます。ぜひ、お子さんを温かく見守り、話を聞き、認め、励ましていただければと思いま

す。そして何かご心配なこと等がありましたら遠慮なく学校にもお知らせください。 

次にコロナ禍における学校の対応についてです。学校は、今後とも感染症予防に努めつつ、中止や

延期をすることなく授業、部活動、学校行事などの教育活動を進め、子どもたちの学びを保障してま

いります。そして、生徒には、感染症対策について、自分はもちろん、家族や周囲の人とともに取り

組んでほしいこと、今の感染拡大状況を考えるとどんなに注意しても感染することがあるので詮索や

中傷など人権侵害にあたる言動はせず、お互い様、いたわりの行動をとってほしいことを指導してお

ります。ご家庭におかれましても引き続きの感染症対策と、学校の感染症対策へのご理解とご協力を

お願いいたします。 
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１学期の終業式で大谷選手の話をもとに一生懸命と振り返りの継続について話をしました。夏休み

中も大谷選手は２桁勝利２桁ホームランの達成など活躍が続いています。テレビで見ていると、大谷

選手はベンチに戻ると自分の投球や打席のようすをビデオを見てすぐに振り返っていました。 

皆さんも２学期のスタートにあたって１学期や夏休みの取組をもとにさらによりよくなるために考

えていると思います。先生方も、授業や諸活動をよりよいものにしようと工夫改善していきます。そ

のために１学期の終わりに生徒や保護者の皆さんからとった学校評価アンケートを分析し、改善策を

話し合いました。具体的な取組はこの後、担当の先生方から生徒の皆さんにも説明がありますが、私

から 1 つだけ皆さんに期待することをお話します。それは、「表現する」ということです。授業での

発言や話し合い、様々な場面でのあいさつや会話、部活動や体育祭、合唱コンク

ールでの行動や歌声などなど、普段の学校生活でも行事でも発表・表現する場面

はたくさんあります。ぜひ、遠慮せず積極的に発表・表現していきましょう。知

識や技能は、取り入れる（input）だけでなく、それを伝える、表現する（output）

ことでより一層身に付き、定着していきます。 

それでは、２学期も、誰一人取り残すことなく、みんなでよりよく生活するた

めに頑張っていきましょう。 

石の門 



夏休み中も今中生のたくさんの活躍がありました 
 夏休み中も体育祭の準備活動が進められました。紅軍、青軍の応援、大凧、小道具などの軍活動、体育

祭の企画・運営を担当する実行委員会の活動など、生徒はみな意欲的に活動し、順調に準備が進んでいま

す。 

また、多くの部で３年生が引退し、１・２年生が中心となった部活動も、各部練習に一生懸命励んでき

ました。さっそく運動部は、９月に県央地区新人大会が予定されています。 

こうした校内での活動だけでなく、さらに次のような活躍もありました。 

 

 中越地区吹奏楽コンクール（７月 24 日） 
今町中学校は、中学校 B の部の２日目に参加しました。25 の学校が参加 

し、その中で見事金賞を受賞しました。残念ながら新潟県コンクールに出

場する６校には入れませんでしたが、見事な演奏でした。これまでの活動

を振り返って部長さんのコメントを紹介します。また、吹奏楽部は、８月

６日の今町夏まつりでも演奏を披露しました。                 【今町夏まつりでの演奏】 

部活動を漢字

一字で表すと 

    

仲 

 私が吹奏楽部を漢字一字で表すと「仲」です。この漢字は「人と人とのあいだ、な

か」という意味を表しています。吹奏楽部は「仲良く・楽しく・元気よく」を目標と

して取り組んできました。普段の部活やコンクールを通して、部員全員がより仲良く

なれたと思います。秋には合同演奏会があります。３年生はこの演奏会が最後になる

ので、思い残すことなく引退できるように、部長として精一杯サポートしていきたい

です。 

 

わたしの主張長岡地域地区大会（８月１日） 
（２年）が学校代表として参加しました。大会当日は、20 名の中学生が発表しました。 

「卓球バレーを有名に」と題して、家族の影響で始めた卓球バレーの魅力を多くの人に知ってもらい、

多様性の大切さにも気づいてほしいという内容の発表を堂々と行いました。結果、奨励賞を受賞しました。

おめでとうございました。波潟さんの発表は、１学期の終業式の日に全校でも聞きました。 

 

見附市の広島平和記念式典中学生派事業（８月５日～７日） 
今町中学校から（３年）が参加してきました。感想を掲載します。参加生徒は、レポートの作成や、市

の報告会で発表したりしますが、今町中学校の生徒に向けても発表してもらう予定です。 

私にとって、３日間の広島派遣は原子爆弾などの核兵器の恐ろしさや、平和の

重要性、平和を創りだし保つことの難しさなど、様々なことを考えるとどれも貴

重な体験となりました。 

私は、広島で見たり、聴いたりしたものを多くの人に伝えていきたいです。 

 

第７回全日本中学女子軟式野球大会（８月１８日～２４
日） 
京都府で開催された標記大会に新潟県選抜チームトキガールズの一員とし（３年）が出場しました。今

年は、全国各地から 46 チームが参加、新潟県選抜チームは、香川県チームに９－７で勝利し、続く兵庫

県のチームに０－４（雨天６回コールド）で惜しくも敗れ、ベスト 16 という結果でした。 

 

 

 

 
 
体育祭 9 月 10 日（土）  
保護者の皆さまには、すでにご案内の通り、９月 10 日（土）に令和４年度今町中学校体育祭が行

われます。案内にありますように、新型コロナウイルス感染拡大防止に係る協力のお願いが多く、恐
縮ではありますが、ご来場の皆さまの観戦、応援が生徒のモチベーションを高めます。皆さまのご来
場を心よりお待ちしております。 

 選抜チームとしての活動は約２ヶ月間という間でしたが、最後まで諦めず仲間と共に
戦い抜くことの楽しさを改めて実感しました。そしてかけがえのない仲間と同じグラウ
ンドで野球ができ、私にとって一生忘れられない夏になりました。新潟県代表という貴
重な経験ができたことに心から感謝したいです。     


